
忌
を
記
念
す
る
此
上
な
き
勢
作
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
菊
判
一

二
三
七
頁
、
東
鵜
寺
獲
行
、
非
費
口
㎜
）
〔
藤
〕

餌
飼
曜
蜘
明
恵
上
入

村
上
素
道
編
著

　
鎌
倉
時
代
、
法
然
、
親
鷹
、
榮
西
等
の
諸
高
僧
が
勘
現
し
た
際

に
、
万
慮
の
明
星
¶
こ
し
て
一
方
面
光
輝
を
放
っ
て
る
た
も
の
は
明

恵
上
人
で
あ
っ
た
。
本
書
は
上
領
が
流
離
困
厄
の
中
に
在
り
乍
ら

毅
然
－
こ
し
て
聖
道
の
復
興
の
慰
め
に
起
ち
、
魔
窟
の
正
法
を
末
世

に
實
行
せ
ん
ε
努
力
し
た
生
涯
の
行
蹟
を
詳
叙
し
た
も
の
で
、
著

者
が
膵
櫓
で
あ
．
り
乍
ら
上
澄
を
景
慕
す
る
駆
り
、
藩
論
の
史
料
を

討
ね
て
之
を
薯
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
初
め
に
回

診
年
譜
を
記
し
、
次
に
逸
事
、
法
語
、
交
遊
、
餓
課
を
蓮
べ
、
附

録
－
こ
し
て
系
譜
、
上
入
著
作
目
録
、
日
用
清
規
，
高
由
寺
置
文
等

を
載
せ
て
あ
っ
て
、
上
人
の
杢
象
を
明
に
せ
ん
ご
努
め
て
あ
る
。

明
年
は
上
人
の
七
百
回
蓮
忌
に
相
還
る
が
、
此
の
際
に
本
書
が
出

で
Σ
此
の
高
僧
の
清
高
な
る
連
騰
を
世
に
憾
へ
る
の
は
誠
に
悦
ば

し
い
事
で
馬
前
に
感
動
を
與
へ
る
こ
ε
が
鮮
少
で
な
か
ら
う
。
囁

（
菊
判
三
四
〇
頁
、
栂
尾
高
由
思
置
行
、
儂
参
圓
）
〔
松
野
〕

　
　
　
紹
　
　
　
、
介

囎
誰
建
武
年
中
行
事
註
解

和
田
英
松
著

　
建
武
年
中
行
事
は
後
醍
醐
天
皇
の
御
撰
、
順
徳
院
の
禁
秘
御
抄

ε
共
に
有
職
故
實
の
研
究
に
最
も
重
要
な
る
典
録
を
な
す
も
の
な

る
こ
ε
は
後
水
尾
天
皇
が
御
者
を
な
ら
べ
あ
け
て
建
に
末
の
世
の

魑
鑑
な
り
ざ
た
・
へ
給
う
た
御
言
葉
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
ε
が
出

來
る
。
然
る
に
禁
秘
御
抄
に
は
古
來
動
転
の
註
繹
書
が
あ
る
に
反

し
、
建
武
年
中
行
事
は
窺
ひ
見
る
べ
き
も
の
少
く
僅
に
谷
村
盛
儀

の
略
解
が
あ
る
の
み
、
そ
れ
も
文
字
麺
り
の
略
解
で
あ
り
、
且
つ

本
文
に
も
亦
誤
腕
が
著
く
な
い
。
本
書
は
か
く
の
如
き
鋏
を
補
は

ん
が
爲
に
著
書
が
嘗
て
群
書
類
説
本
を
原
ε
し
諸
本
を
以
て
封
校

す
る
一
こ
共
に
、
そ
の
全
文
に
就
い
て
詳
細
な
註
解
を
加
へ
て
公
刊

さ
れ
た
も
の
蕊
暦
訂
再
刊
で
あ
る
。
別
に
附
録
ε
し
て
同
じ
く
後

醍
醐
帝
の
御
撰
た
る
日
中
行
事
に
就
い
て
大
石
千
引
の
略
解
を

校
定
し
附
載
し
て
み
る
。
著
者
は
か
く
の
如
き
仕
事
に
最
適
の
人

現
實
の
種
々
な
る
事
梼
に
籐
儀
な
く
さ
勉
て
古
典
の
教
養
に
貧
し

か
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
下
の
學
徒
に
稗
謝
す
る
所
が
少
く
な
い
。

殊
に
そ
の
縄
目
に
附
せ
ら
れ
九
る
詳
細
な
る
索
引
は
、
本
文
中
に

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
三
號
　
　
四
五
七
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